On the Strength and Other Characteristics of the Wet Screened Concrete. (1) by SHIOBARA, Masasuke & 塩原, 正典
湿式蹄分け法によるコyグPー ト強度の判定に就いて
湿式飾分け法によるコンクリート
強度の判定に就いて(第1報)
塩 原 E 典
On the Strength and Other Characteristics of the Wet Screened Concrete. (1) 
Masasuke SHIOBARA 
57 
General1y for concrete structures the strengths of concrete are discussed by the large 
size test pieces. For instance the compressive strength is determined by testing cylinders 
15cm. in diameter and 30 cm. in height. The present tests were made with two distinct 
objects : to study the general behavior of the wet screened concrete after the sc.reening of 
the fresh concrete， in which case the coarse aggregates being approximately limited in 
size Iess than 1/4 in diameter of test pieces : to study the strengths of the wet screened 
concrete by the use of smal1 size test pieces， and especial1y the difference of the strengths 
caused by the sizes of the test pieces and other characteristics affected by scr田 ningthe 
fresh concrete. 
The specimens in these tests were consisted of two compression test groups and one 
bending test group. Al1 test pieces were made of three proportions 1 : 1. 5 : 3， 1: 2 : 4 
and 1 : 2.5 : 5 by weight and were at the age of 7 days， molded in cylinders 5 cm. in 
diameter and 10 cm. in height and prismatic test pieces with 4cm. square in cross section 
and 16 cm. in length， so as to be easi1y executed in field work. Water-cement ratios of 
concrete range from O. 80 to 0.55. 
s .序
大型D供試体を使用する代りに小型D供試体を用いてコンクリート白品質を判定しようとの目
的で生コンクリートを小型型枠C直径(又は対辺)Q) 1/4 -1/5の網目簡で簡い大きい骨材を簡い
去り，こり節分けたコンクリートに就いてコングリー干を簡分けるととの影響，供試体の大小がコ
ンクリート強度に及ぼす影響等を境明せんと試み，本実験では建築工事現場でも手軽に使用し得る
ととりたて前から網目 10mm簡にて全配合コンクリートを飾い，とり縮分けしたコンクリートを以
て試験することを基準とした口又強度に就いては全配合コンクリートに対し℃は従来の 15x30cm 
シリングー供試体を，簡分けコンクリートに対しては 5x 10cmシリング{供試体及び4x 4 x 
16cmのセメント強度規格試験用供試体を使用した。コングリ{トとしては重量配合比1: 1.5 : 3， 
1 : 2 : 4及び 1: 2.5: 5の3種，7kセメント比は 80.， 50 %，材令7日のもりについて行った。
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~ . 供試体の製作並びに試験方法
1使用材料
a. セメント。普通ボルトラン Vセメント(浅野)，その7日及び28日強度は第1表に示す。
b. 骨材。福井市足羽川産のもの。骨材の粒度 第 1 表
は第 1図に示す。 7M;!-!d= 1'1__ f _2-. 1 7日強度くkgfcm勺 I 28日強度(kg(cm勺
2 配合重量配合比で 1: 1.5 : 3， 1: 2 : 4 1. . ' I 一一一1. . _ Il曲げ|圧縮|曲げ|圧縮
及び 1: 2.5 : 5 V 3種で水セメント比は夫々D配合 l' 
に於て 80- 55 %であった口 1 43.47 I 195.2 I 62.90 I 32.17 
3 型枠次の 3種の標準型枠を準備した。即 ' 
ち金配合コンク 9...トに対しては15x
30cm鋳鉄製シリングー型枠を，節分
けコンクリ戸トに対しては 5x 10cm 
鋳鉄製シリンダー型枠及び 4x 4 x 
16cm fl)セメント規格試験用型枠を使
用した白
4 簡湿式儲分けする器具は通
常の同形真鎗製金網蔀で角網目が 10
mmのもの唯一種を使用し，生コンク
りートはとの中に入れられ両手で諦分
けられた。
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5 成型コンクリート混練り 0.3 0.& 1.2 '2.-:; S ¥0 20 25 
はアイリツヒ型!ミキサーにより，との . ー→楕自の大きさ (mm)
混練りが終了せしあと， 15 x 30 cmシリンダー供試体を作成すると同時にとD生コンクリートを
前記D簡にて節分け，通過したコンクリ戸トは小型型枠に詰めて供試体を作成し，鯖に残留した砂
割刺は取り分け水にてセメント糊を洗い流したる後乾燥してとれが重量を測定した。コンクリート
の型枠えの詰め方及び供試体のキヤツピング等は通常の方法に従ったが 4x 4 x 16 cm棋試体
のみはコンクリー干詰め込みの不揃いを警戒し，簡升けコンクリートを君~枠によく詰めたる後上部
にrリスを塗った厚さ 6mmfl)鉄板をかぶせて漏水をふせぎつ=型枠を傾斜させて木槌にて叩いて
コンクリートに気泡の残ら註いように型枠に小さい振動を与えた白
B 養生 完全註養生水槽の設備のないために中央部にて切断したドラム鐘を実験室内に沿
いて水槽とした。実験は大体晩春より初秋にかけて行はれた〉め室温は正午に於ける測定時には平
均して略々 22，. 230 で水温は之れより 2~ 30 低温を示した白但し暑い日及び夜間等は大分乙D
値を上下している事は想像に難く註い。養生方法としてはたピ水中に漬けて語いたといった程度で
そり点では満足すべきものではなかった D
7 試験機 15 x 30 cmシリ y!;t....供試体は東京衛機製 200t試験機， 5 x 10 cmシリン
ダー供試体は島津製 100t万能試験機， 4 x 4 x 16c m供試体については曲げ試験はミハエリ
良型抗折試験機により，圧縮試験は島津製100t万能試験機によった。荷重速度の点等すべて通常
の試験法に従ったo
~ .試 験結果
1 湿式箭合けの配合に対する影響
湿式飾分けが配合に及ぼす影響に就いては第2表，第2図，が之れを示しτいるがその主なる
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第 2 表
セメ y ト砂比 :fi!.T 矛リ 事少 比 簡分けコ yグ
配 メ口弘、 水量
全 F3合|簡分け 宍上白包骨材括を除お〈〉||筒 分 けコyグート コyグリー ト コングリート リ{トの配合
75 1 : 1.5 1 : 1.49 0.4 : 1 
1 : 1. 5 : 3 65 1 ，  1.48 1 
55 1 ， : 1.47 " 
75 1: 2 1 : 2.0 0.4 : 1 
2 : 4 65 '1 1 : 2.0 1 
55 1 1 : 2.0 1 
75 1 : 2.5 1 : 2.43 0.4 : 1 
1 : 2.5 : 5 65 1 1 : 2.44 1 
55 1 1 : 2.40 1 
第 2 図 簡分コ Yグートの砂の粒度
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a. 節分けコンクリートの配合は夫々モルタJレに近い配合になる。第2表に見るように略々
1:1.5:3では 1: 1.48 : O. 52， 1 : 2 : 4では 1: 2 : O. 72， 1: 2. 5 : 5では 1: 2.43: 0.92 
程度になる。各配合とも水量り少いもの程モルタルに近い配合比に註っている。との事は軟いコン
クリート程 10mm附近の骨材が諦を通過し易いと云うためであろうか。
b. 砂D粒度は殆んど変化しないと云ってよいがO.6mm以下り帝国い部分がセメント糊と結着
しそれが大粒た砂利に付着して取除かれてしまうと云う傾向がうか Yはれるo
C. 砂利。粒度は当初予想せられたようにた立大きい粒がなくなっているのみで全配合の場合
とF合ど同じである。
d. 昭利砂比については大粒骨材を除去した場合のそれと大体同じであるとして差支えないよ
うである。(第2表〉
e. セメント砂比は殆ど変化しない。(第2表〉
2 湿式篇分けの強度に封ずる影響
全配合コンク Hート及び湿式節分けコングリ{トD各種強度及び強度比は第3表に示す。
a. 湿式簡分けコングリ戸トの圧縮強度に対しては供試体寸法が小さくなった〉めり影響と湿
式節分けによってコンクり{トの配合がモルタルに近くなった〉めの影響とが考えられるのである
が全配合コンクリートに対する湿式節分けコンクリ{トD強度比率は 5x 10cm供試体では 0.388
- 0.802， 4 x 4 x 16 cm供試体に於ては 0.288'v 0.674と広い範囲で変化している。強度比
率については全配合コングリート 15x 30cm供試体強度と 5x 10 cm供試体では直鵠的な関
係， 4 x 4 x 16 cm供試体では二次曲線的な関係をなすようであるが何れも偏差がや〉大きいよ
うに思はれるo
0) 
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b. 湿式簡分けコンクリートD
曲げ強度は略々各甑合水量に対しτ
割合によい結果を示している。第3
表には全配合コンクり}トの圧縮 。.4
強度 F ([)平方根と湿式節分けコン
クリートD曲げ強度 Sbとり強度比 o.!> 
/F/Sb を与えてあるがその値は な
O. 208 '" O. 259 と云うごく狭い範 f叫
囲で、変化し/F/Sbを縦軸に， /Fを
横軸にとると殆んど置線的危関係 0.1
第 3 図
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結 員吾
との実験結果について以上述ペた如き解杭を行った結論としては，
1. コングリ{トを湿式節分けして最大骨材寸法を小さくしていってもとの湿式箭分けは大粒
骨材を除去される以外にはコンク Fート配合には著しい影響は与えない。
2. 湿式節分けコンク U トーD圧縮強度と全自己合コンクリートC圧縮強度との問。関係につい
ては4週強度との比較に於て更に詳細なる検討を加えたい口
3. 湿式節分けコンクリ戸トrD4 x 4 x 16 cm供試体の曲げ強度 Sbは通常の71¥セメント
比の範囲全般に亘って大体纏りのよい結果を与え金配合コンクリート 15x 30 cm供試体圧縮強
度Fとの間には凡そ次θ如き関係が存在する D 即ち /F/Sbを y とすれば，
y = ax + b (a. bは実験常数〉
とり実験結果からは凡そ a= 0.0055， b = 0.180附近の値であるがとの数値に対しては 4週強度
。結果が更に精密紅数値を与えるであろうととをと〉に附言したい口
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